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論文内容の要旨

本論文は，建設コスト縮減を目指して鋼道路橋の分野で展開されている種々の合理化構造の強度設計法のうち，

LP 鋼板フランジの座屈，鋼 I 桁の局部座屈と横倒れ座屈の連成および鋼 2 主桁橋梁の架設時における安定問題に関

して研究した成果を纏めている o

第 l 章では，鋼道路橋の合理化という大きな枠組みの中における，本研究の目的と意義を述べている。

第 2 章では， LP 鋼板の材料試験， LP 鋼板をフランジに用いた I 断面桁の初期不整の測定と耐荷力実験について

述べ， LP 鋼板フランジの局部座屈と桁の横倒れ座屈の特徴を明らかにしている。

第 3 章では， LP 鋼板の自由突出板，周辺支持板および‘補剛板について，任意の板厚変化，作用応力状態を再現す

るために開発した弾塑性有限変位プログラムを用いて耐荷力解析を行い，構造要素としての LP 鋼板の耐荷力特性を

明らかにしている。

第 4 章では，第 3 章の数値解析結果を整理して， LP 鋼板を構造要素として用いる場合の強度設計法を提案してい

る。

第 5 章では，面内曲げを受けるプレートガーダーの腹板の補剛設計法を合理化するために，桁の横倒れ座屈と桁断

面の局部座屈の連成を考慮した耐荷力解析を行い，座屈強度特性を明らかにするとともに，精度の良い極限強度の簡

易算定式を提案している。

第 6 章では，鋼道路橋 2 主桁橋梁の架設系を対象とした耐荷力解析を行い，架設時に不安定現象が発生する可能性

が有る構造形式と力学パラメータの範囲を示している。

第 7 章では，研究成果を総括し，本研究で得られた結論を述べるとともに，本研究の成果が鋼道路橋のコスト縮減

に与える効果を試設計により明らかにしている。

論文審査の結果の要旨

21世紀における豊かな国土の創成のために，社会基盤施設の建設コストおよび維持管理コストの縮減が強く求めら

れている o 鋼道路橋についても製作工数の減少を可能にする構造法の導入，新しい素材の活用あるいは設計基準の見
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直し等によりコスト縮減の努力が傾注されてきているo 本研究は，そのような合理化橋梁における強度設計法に関す

る問題点を取り上げ，実験や数値解析によりコスト縮減をより確かにするために，実務設計に資するデータを整理し

たものであり，以下の成果を得ているo

(1) LP 鋼板を主桁のフランジに適用した場合について，圧縮フランジの局部座屈強度解析のために，実構造の力

学条件を満足した有限要素モデ‘ルを考案し. 1 形断面桁，箱形断面桁および補剛箱形断面桁フランジの極限強

度特性を明らかにしている o

(2) LP 鋼板の極限強度解析に必要となる鋼材の機械的性質，断面に組立てた時の溶接による残留応力分布，板要

素の初期たわみを実験により明らかにするとともに， フランジが-様な圧縮応力を受ける場合について極限強

度特性を明らかにしているo

(3) 数値解析結果および実験結果に基づいて. LP 鋼板の新しい圧縮強度設計法を提案している o そこでは実務設

計における LP 鋼板の断面強度評価法として，これまで、の特定断面についての評価からパネルとしての評価を

持ち込むことにより，あらゆる板厚変化状態と応力状態に対して効率的な設計を可能としている。

(4) 面内曲げを受けるプレートガーダーのウェブの補剛設計を合理化するために， フランジとウェブの幅厚比パラ

メータ，それらの面積比，上下フランジの面積比，ウェブのアスペクト比を組合わせた極限強度解析を行い，

極限強度特性とパラメータの関係を明らかにするとともに，それらを反映して実務設計に適用できる極限強度

の簡易算定式を提案しているo

(5) 代表的合理化橋梁である 2 主桁橋梁の架設系を対象として，床版コンクリートと主桁との合成効果が発揮され

る前，および主桁の送り出し架設における橋梁全体横ねじれ座屈および横桁聞の主桁の部材としての横ねじれ

座屈を考慮した耐荷力解析により座屈強度特性を明らかにし，設計時において不安定現象の照査が必要となる

構造パラメータの傾向を示すチャー卜を示している o

(6) 試設計により，本研究の合理化項目に関する成果を活用することによる鋼桁橋のコスト縮減効果を評価してい

る。

以上のように，本論文は鋼桁橋の建設コスト縮減を目指した技術開発において発生した，各種の耐荷力問題を力学

的に解明するとともに，実務設計において適用できる強度設計法の提案を行ったもので，鋼構造学，橋梁工学に対し

て寄与するところ大であるo よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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